
New Face　市史編集委員会では、数年後に写真を中心とした本を刊行
する予定です。現在さまざまな写真や絵はがきなどを集めて
います。隔月 1 日号に、同委員会で集めた写真を紹介します。

【問】市生涯学習課市史編さん係（☎ 72・1275）
「思ひ出」写真館
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　大都市圏から地方へ人の流れを作り、将来の定住を目指しな
がら、地方の活性化への貢献を目指すプログラム「地域おこし
協力隊」。市で活動する 8 人の隊員たちの活動を紹介します。

【問】市観光課（☎ 77・8563）

ひとを結ぶ。
まちを結ぶ。
地域おこし協力隊

家族で訪れた思い出の川下り家族で訪れた思い出の川下り

柳川の魅力を
SNS で多くの人に発信

　5 月から地域おこし協力隊に就任しました堤で
す。観光課に所属し、観光プラットフォーム構築業
務や地域の魅力を最大限に活かす観光地域づくりに
携わります。
　堤という名前からか、「柳川生まれ？」とよく聞
かれますが、生まれも育ちも兵庫県です。今年の
3 月まで大学で、観光やまちづくりを学んでいまし
た。柳川は、10 年ほど前に家族で川下りをした経
験があります。その数年後、旅行で友人と九州を訪
問し、「川下りしよう」と誘ったところ、友人は「何
それ？」といった反応。思い出のある観光地なのに、
知らない人がいることにショックでした。柳川には
面白いコンテンツがあるのに、ネットや SNS で「福
岡・観光」と調べても、なかなか情報が得られない。
SNS などを活用した PR 活動をすれば、多くの人
に柳川を知ってもらえるのではないかと考えていま
す。これからは、自分の好きなことや得意なことを
活かし、柳川に貢献していきますので、よろしくお
願いします。

　3 月に水郷柳川ゆるり旅のプログラム、「映えな
い私写真講座」を企画しました。この企画は SNS
などで人に見せるための写真ではなく、「自分のた
めに写真を撮りましょう」という内容の体験プロ
グラムです。参加者と会話しながら柳川の街中を
撮影すると、今まで知らなかった小さな道や建物
など新しい発見があり、私自身もとても学びの多
い時間となりました。
　ゆるり旅は、着地型観光と呼ばれる地域資源を
活用した体験プログラムです。昨今、観光客のニー
ズは多様化していて、各地で地域に根付いた体験
が行われています。個人的には、有明海の夕日ク
ルージングや有明海の海の幸を使った料理講座、
発酵食品作りなど、楽しいメニューが増えていく
といいなと思っています。
　柳川の人でもなかなか見る機会のないことや、
柳川の人は当たり前だけど外から見ると面白いこ
とを、少しずつ形にしていきたいと考えています。

初めてのゆるり旅で
新しい発見

「映えない私写真講座」で撮影した写真「映えない私写真講座」で撮影した写真

堤 康二朗（22 歳）

【プロフィル】市観光課に所属。観光プラ
ットフォーム構築を担当

横山 真平（35 歳）

【プロフィル】市観光課に所属。観光プラ
ットフォーム構築を担当
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連合歌友会の記念写真  柳川古文書館長　江島　香

【写真】 杉森家アルバムから「連合歌友会記念写真」（個人蔵）


